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80年同大学大学院理学研究科博士課
程修了。天文学者、宇宙物理学者。
国立天文台台長、広島大学特任教授、
神戸大学大学院理学研究科付属惑星
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を経て2021年より現職。

　昨年、創立50周年という節目を迎え、次の50年に向
かって新たなスタートを切った岐阜聖徳学園大学。1972
年に教育学部のみの単科大学として開学し、「教員養成に
長けた大学」としての名声を高めながら、中部圏有数の私
立大学へと発展を遂げてきました。
　教育の根幹にあるのは仏教精神に基づく人間性の育成で
あり、同時に、現代社会に即した高度な専門性を養うきめ
細やかな教育に注力しています。その一端は、デジタル社
会に対応する力を養う数理・データサイエンス・AI教育の
推進からも窺えます。社会で経験したことのない問題に直
面しても対応できるだけの力を備えた人材は、先を予測し
にくい今日の社会で重要な役割を果たすことになるでしょう。
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績
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岐
ぎ

阜
ふ

聖
しょう

徳
とく

学
がく

園
えん

大学
羽島キャンパス▼〒501-6194　岐阜県岐阜市柳津町高桑西一丁目１番地
岐阜キャンパス▼〒500-8288　岐阜県岐阜市中鶉一丁目38番地　入学広報課　TEL 058-278-0727　https://shotoku.ac.jp

今
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
人
文
学

世
界
と
通
じ
合
う
人
材
を
育
成

　

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
は
、
仏
教
精
神
を

中
心
に
据
え
た
教
育
を
目
的
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
聖
徳
太
子
の
「
十
七
条
憲
法
」

第
一
条
、「
以
和
為
貴
」（
和
を
も
っ
て
貴

し
と
な
す
）
や
、「
平
等
」「
寛
容
」「
利
他
」

を
仏
教
精
神
を
体
現
す
る
言
葉
と
し
て
掲

げ
、
現
在
に
至
る
ま
で
人
間
性
を
育
む
教

育
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
開
学
50
年
の

記
念
周
年
を
終
え
、
次
の
50
年
、
そ
し
て

１
０
０
年
と
い
う
未
来
を
目
指
し
て
新
た

な
航
路
を
進
む
に
際
し
、
同
大
学
は
大
き

な
学
部
改
組
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度
か
ら
、
人
文
学
部
の
新
設
、

教
育
学
部
と
経
済
情
報
学
部
の
新
教
育
体

制
が
始
動
し
ま
す
。

　
「
改
組
に
至
っ
た
背
景
の
一
つ
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
教
育
方
法
の
変
化
が
あ

り
ま
す
。
場
所
の
制
限
が
な
い
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
が
普
及
し
た
の
は
収
穫
で
し
た
が
、

そ
の
一
方
で
海
外
の
人
々
と
の
直
接
的
な

交
流
は
希
薄
に
な
り
ま
し
た
。
本
学
に
は

外
国
語
学
部
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
就
職
へ
と
つ
な
げ
る
実
績

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

生
の
存
在
で
す
。
そ
こ
で
従
来
の
『
保
育

専
修
』
を
『
保
育
初
等
教
育
専
修
』
と
し
、

幼
保
と
小
学
校
、
ど
ち
ら
の
教
諭
免
許
も

取
得
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
進
化
さ
せ

る
構
想
を
立
て
ま
し
た
。
た
だ
、
幼
児
と

児
童
を
理
解
し
つ
つ
二
つ
の
免
許
を
取
得

す
る
に
は
ど
う
し
て
も
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
そ
こ
で
短
期
大
学
部
の
新
規
募
集
を

来
年
度
入
学
生
を
最
後
に
停
止
し
、
４
年

制
学
部
へ
の
移
行
を
考
え
て
い
ま
す
」

　

今
後
、
少
子
化
が
進
む
中
で
入
園
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
と

も
に
他
に
は
な
い
特
色
を
打
ち
出
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
幼
保
小
連
携

と
い
う
視
点
を
備
え
た
教
育
者
へ
の
期
待

は
高
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

社
会
の
要
請
を
受
け
、
経
済
情
報
学
部

の
体
制
も
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
注
力
し
て
い
く
の
は
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
技
術
に
よ
る
変
革
）
人
材
の
育
成
で
す
。

　
「
本
学
は
基
本
的
に
文
系
の
学
生
が
多

い
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
文
系
に
こ
そ

社
会
変
化
に
鑑
み
て
同
学
部
を
見
直
し
た

結
果
、『
外
国
語
学
部
』
を
改
め
、『
人
文

学
部
』
新
設
と
い
う
決
定
に
至
っ
た
の
で

す
」
と
、
観
山
正
見
学
長
は
今
回
の
改
組

の
背
景
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

外
国
語
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
非
常
に
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
が
、

「
何
を
話
す
の
か
」
も
ま
た
重
要
で
す
。

人
文
学
部
で
は
、
英
米
文
化
だ
け
で
な
く

日
本
の
歴
史
や
国
文
学
ま
で
含
め
幅
広
く

学
び
、
世
界
の
人
々
と
心
を
通
わ
せ
る
こ

と
の
で
き
る
教
養
を
身
に
つ
け
ま
す
。
観

山
学
長
は
、
岐
阜
県
と
い
う
歴
史
・
地
理

的
に
豊
か
な
リ
ソ
ー
ス
を
持
つ
地
の
利
を

生
か
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
国
際
人
の
育

成
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
で
す
。

幼
保
小
連
携
を
重
視
し
た
学
び

保
育
初
等
教
育
専
修
へ
の
発
展

　

教
育
学
部
の
教
育
体
制
も
変
わ
り
ま
す
。

新
た
な
方
向
性
を
示
す
改
革
が
、
幼
児
教

育
の
領
域
で
す
。
近
年
、
早
期
教
育
が
生

涯
に
わ
た
り
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
研
究

が
進
み
、
幼
児
教
育
の
重
要
性
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
と
く
に
、『
や
り
抜
く
力
』『
協
調
性
』

『
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』
な
ど
、
数
値
に
表

れ
に
く
い
非
認
知
能
力
を
伸
ば
す
教
育
へ

の
関
心
が
高
い
の
で
す
。
幼
児
教
育
の
課

題
は
、
小
学
校
と
の
連
携
で
す
。
小
学
校

は
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
固
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
幼
稚
園
や
保
育
園
で
行
わ
れ
て

い
る
教
育
の
レ
ベ
ル
は
園
に
よ
る
違
い
が

大
き
く
、
教
室
で
混
乱
を
招
い
て
い
ま
す
。

必
要
な
の
は
、
幼
保
と
小
学
校
、
ど
ち
ら

の
教
育
も
理
解
す
る
、
架
け
橋
と
な
る
先

（1） Yawaragi Basis
　建学の精神にある「和（やわらぎ）」に基づ
いた、学部横断型の教養教育。地球規模の視野、
歴史的な視点、多元的な視点で物事を考える力
を身につける「共に生きる」、社会との関わり
の中で自己を見つめ、位置づける力を身につけ
る「共に支え合う」、基礎学力、知識、国語力、
体力、精神力を身につける「共に学ぶ」、日本
の伝統・文化・歴史、異なる文化を理解する能
力、情報リテラシー、語学力を身につける「共
に拓く」という、４つの科目群で構成される。

（2） クリスタル・プラン
　文部科学省「教員養成GP*」に選定された実
践教育で、「教職体験科目群」と「子ども理解
活動」の二つの柱で構成される。
　「教職体験科目群」は、すべての年次で学校
を訪れる機会を設ける。例えば１年次は授業参
観をし、教育という仕事の全体像を理解する

「学校ふれあい体験」。２年次は授業計画に沿っ
た授業や学級運営を参観する「教育実践観察」、
そして３、４年次は地域の小・中学校に学生を
派遣する「学校インターンシップ」など。
　「子ども理解活動」は、学生がさまざまなサー
クルやクラブに所属し、子どもと積極的に交流
を図る自主活動。「子どもに学ぶ姿勢」を重視
しており、田植えやサイエンスクラフト制作な
ど、子どもたちとふれあう活動を通して共に成
長することを目的とする。活動の報告会を毎年
１回開催し、学生同士で共有してもらいたい特
筆すべき創造的活動に対しては、表彰も行う。

（3） 教職教育センター
　教職課程課・教職教育研究課・教育実習課・
教職支援課が連携し、きめ細かいサポートによ
る質の高い教員養成を実現。就職課とも緊密に
連携し、学習途中での進路変更にも柔軟に対応
する。学生一人ひとりの希望と適性に応じた未
来の実現を全面的にバックアップする。

（4） 令和の日本型学校教育
　中央教育審議会が2021年に公表した答申で示
されたキーワード。ICTをツールとして活用し
ながら、児童に対し、個別に最適な学びと指導
を推進することなどが提言された。

Ｄ
Ｘ
の
知
識
が
必
要
で
す
。
単
な
る
デ
ジ

タ
ル
化
で
は
な
い
Ｄ
Ｘ
の
本
質
を
理
解
し
、

社
会
に
実
装
で
き
る
人
材
を
育
成
し
な
け

れ
ば
、
日
本
は
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。
併
せ
て
予
測
困
難
な

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
を
読
み
解
く
た
め
に
、

Ａ
Ｉ
や
心
理
を
加
え
た
新
時
代
の
経
済
社

会
を
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
焦
点
を
当
て

て
い
き
ま
す
」

さ
ら
に
強
化
さ
れ
た

全
学
部
対
象
の
取
り
組
み

　

Ｄ
Ｘ
は
、
す
べ
て
の
学
部
生
に
と
っ
て

強
化
す
べ
き
領
域
で
す
。
同
大
学
で
は

２
０
２
２
年
に
Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ン
タ
ー
を
設

立
し
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
」
を

全
学
部
１
年
次
の
必
修
科
目
と
し
ま
し
た
。

文
系
の
学
生
が
学
び
や
す
い
内
容
に
配
慮

し
、
日
常
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
な
ど

の
現
場
で
実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
の
身
近

な
事
例
を
も
と
に
学
生
の
興
味
関
心
を
高

め
な
が
ら
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
入
門
編
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
実

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
演
習
へ
と
段
階
的
に

専
門
性
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
必
要
と
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

関
す
る
知
識
を
習
得
し
、
卒
業
後
は
学
ん

だ
知
識
を
活
用
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
人

材
を
育
む
の
で
す
。

　

Ｄ
Ｘ
以
外
に
も
、
全
学
部
横
断
の
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。「Yaw

aragi 
Basis

  （1）

」
は
、
全
学
生
が
共
に
支
え
合
い
、

創
造
し
、
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
部
横
断
型
の

教
養
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
人
文
・
社

会
・
自
然
の
「
総
合
知
」
を
育
む
学
び
で

あ
り
、
同
大
学
の
建
学
の
精
神
を
象
徴
す

る
教
育
の
筆
頭
で
す
。

確
か
な
実
績
が
証
明
す
る

「
教
員
養
成
に
長
け
た
大
学
」

　

開
学
時
か
ら
長
い
歴
史
を
誇
る
教
育
学

部
で
は
、
学
校
現
場
で
活
躍
す
る
優
秀
な

教
員
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
ま
す
。「
教

員
に
な
る
な
ら
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
へ
」

と
謳
わ
れ
る
ま
で
の
実
績
を
支
え
て
い
る

の
が
、
徹
底
し
た
実
践
教
育
で
す
。
独
自

の
「
ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ン
  （2）

」
に
よ
り
、

学
生
は
１
年
次
か
ら
毎
年
、
必
ず
提
携
先

の
学
校
を
訪
れ
、
教
育
現
場
を
体
験
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
般
的
に
他
大
学
の

学
生
が
教
育
現
場
に
赴
く
の
は
教
育
実
習

の
み
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
実
践
力

を
高
め
た
上
で
社
会
に
羽
ば
た
く
同
大
学

の
学
生
が
評
価
さ
れ
る
の
は
自
明
の
理
で

す
。
ま
た
、
ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ン
で
は
、

学
生
が
自
主
的
に
子
ど
も
と
関
わ
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

を
支
援
し
た
り
、
児
童
館
活
動
に
参
加
し

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
子
ど
も
へ
の

理
解
力
や
対
応
力
と
い
っ
た
教
員
に
は
欠

2022年３月卒業生 大学別「教員就職率」（国立大学教員養成課程との比較）

岐阜聖徳学園大学　

教育学部 学校教育課程

か
せ
な
い
資
質
を
醸
成
し
て
い
く
の
で
す
。

　
「
こ
う
し
た
実
践
的
な
教
育
が
可
能
な

の
は
、
開
学
以
来
培
っ
て
き
た
教
育
委
員

会
や
教
育
関
連
機
関
と
の
密
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
お
か
げ
で
す
。
実
習
先
に
つ
い

て
も
、
小
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
園
、
特

別
支
援
学
校
と
幅
広
く
、
延
べ
３
７
１
校

＋
31
園
に
及
び
、
３
年
毎
に
更
新
さ
れ
て

い
ま
す
」

 　

今
年
度
は
「
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
  （3）

」

を
新
た
に
設
立
し
、
教
職
に
関
わ
る
す
べ

て
の
相
談
窓
口
を
集
約
し
ま
し
た
。
現
場

を
知
悉
す
る
定
年
後
の
先
生
方
を
招
へ
い

し
、
全
学
部
か
ら
教
員
を
目
指
せ
る
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
学
び
舎
か
ら
、「
令
和
の
日
本
型

学
校
教
育
  （4）

」
を
牽
引
す
る
教
員
が
巣

立
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
近
年
、
学
校
の
先
生
の
大
変
な
面
ば

か
り
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
が
日
々
成
長
し
て
い
く
姿
を
目
の
当

た
り
に
す
る
の
は
、
た
い
へ
ん
な
喜
び
で

す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
、
こ
の
仕

事
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
、
優
れ
た
教
育

者
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
」

※文部科学省報道発表より

3位／広島大学

4位／愛知教育大学

70.4％

72.4％

80％

岐阜聖徳学園大学 78.7％

1位／大分大学
国
立
大
学
教
員
養
成
課
程

75.5％

2位／福岡教育大学

5位／長崎大学 67.7％

68.7％

　2022年3月卒業生の教員就職率は78.7％で、国立大学教員養成学部ランキングの1位に相当。50年に及
ぶ歴史の中で培われたノウハウをもとに、教員経験者による講義や教員採用試験対策講座をはじめ、県教委
勤務経験者を招いた講座や論作文対策まで、教員採用試験突破に向けて、万全の対策を実践しています。

人工芝グラウンド

123 卓越する大学 岐阜聖徳学園大学 122

子ども理解活動の様子


